
山梨県図書館大会 

 

 

 

 

 

 
   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

  
   

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

日時：令和５年 11 月 30 日（木） 午前 10 時～ 

会場：市川三郷町生涯学習センター（ｉｆセンター） 
西八代郡市川三郷町市川大門１４３７－１ 

コロナ禍を経て、「対面
リアル

」の意義が問われています。 

図書館という場所に足を運んでもらうこと、 
 

その意義と方策を考えます。 

集う場としての図書館 
 
 

大会テーマ 

令和５年度 第３６回 

 

 

参加申込み方法など、詳しくは山梨県立図書館ホームページをご確認ください 
 

お申込み・問い合わせ先  

山梨県公共図書館協会事務局（山梨県立図書館 企画振興担当） 

〒400-0024 甲府市北口二丁目８－１ 

電話：055-255-1040  FAX：055-255-1042 
 

主 催 山梨県公共図書館協会 市川三郷町 市川三郷町教育委員会 

県立図書館ホームページ 

各種図書館関係者 

図書館ボランティア 

図書館に関心のある方なら 

どなたでも 

ご参加いただけます 

（参加無料） 

記念講演 

第 1 分科会 第 2 分科会 

「“場”としての図書館の可能性を考える」 

課題提起・講義 河本 毬馨 氏 

（山梨英和大学人間文化学部助教） 

事例発表①丸山 高弘 氏 

（山中湖情報創造館 指定管理者統括責任者） 

事例発表②松田 彰 氏（神奈川県大和市立図書館館長） 
 

ディスカッション（登壇者３名による）  

「図書館に来てみない？ 

      －児童・生徒へのアプローチ－」 
 

講師 青栁 啓子 氏（甲州市立勝沼図書館司書） 

講師 大江 輝行 氏（（一社）日本子どもの本研究会 

研究部会「YAA！」共同代表） 

「絵本と鳥の巣のふしぎ―鳥の巣が教えてくれること」 
 

講師 鈴木 まもる 氏 

（画家、絵本作家、鳥の巣研究家）  


